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1.　は じ め に

平成 26年 8月 19日夜から 20日明け方にかけて，
広島市を中心に猛烈な豪雨となった．この豪雨により
死者 77名（災害関連死含む），物的被害 5 237棟（住
宅被害 4 769棟，非住宅被害 468棟）と甚大な被害が
もたらされた 1）．特に被害が大きかったのは 166箇所
で土砂災害が発生した広島県広島市安佐南区・安佐北
区であり（図 1），本豪雨災害で発生した人的被害の
多くは，この地域における土砂災害によるものであっ

た．この豪雨は，日本海に停滞する前線に向かい，暖
かく湿った空気が流れ込んだことで，大気の状態が非
常に不安定となっていたことが原因とされている 2）．
本論では，安佐南区・安佐北区で発生した土砂災害現
象の特徴について紹介すると共に，その被害が拡大し
た原因についての考察を行った．また安佐北区可部東
六丁目で発生した崩壊現場では，豪雨により土石流が
発生した谷で救助活動中の消防職員が再び発生した土
石流に巻き込まれて，救助中の住民 1名と共に亡く
なった事故も発生した 3）， 4）．この二次崩壊現象につい
ても紹介し，その対策についての考察も行った．

2.　土砂災害の誘因・要因

広島市安佐南区・安佐北区で土砂災害が多発した誘
因・要因としては，①日本海に停滞する前線に向かい
暖かく湿った空気が流入することで，②積乱雲の風上
に次々と新しい雲が発生する「バックビルディング現
象」が起き，③一直線上に並んだ積乱雲により帯状の
範囲に豪雨が集中する「線状降水帯」が形成され，④
安佐南区・安佐北区に分布する花崗岩が風化すること
により形成したまさ土が，強い雨により「表層崩壊」
として流出したことと報道されている 5）．
土砂災害が多発した地域に隣接する広島市安佐北区
アメダス三入観測所では 1時間降水量の日最大値
101.0ミリ，3時間降水量の日最大値 217.5ミリ，24

時間降水量の日最大値 257.0ミリを観測し , 通年の観
測史上 1位を記録している（図 2）6）．また 10分間
雨量では土砂災害が多発した 20日午前 2～ 4時には
絶え間なく強い雨が降っていた．
今回の土石流災害が発生した山体斜面は，花崗岩が
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図 1　平成 26 年 8 月に発生した土砂災害分布図（広域）
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風化して形成したまさ土によるものと報道されていた
が，詳細な地質調査の結果，本地域は主に後期白亜紀
の広島花崗岩類とそのルーフペンダント＊の高田流紋
岩，玖珂層群相当層，周防変成岩類相当層からなり，
それらを斑状流紋岩岩脈が貫くといった地質構造であ
ることがわかった 7）．また最も被害の大きかった土石
流（安佐南区八木三丁目県営緑丘住宅の崩壊）は，斑
状流紋岩岩脈の崩壊から発生し，他の多くの土石流は

稜線沿いの接触変成作用を受けた結晶片岩類や斑状花
崗岩の作る急斜面の崩壊から発生していた．崩壊の流
送部には断層露頭も観察されており 8），花崗岩のまさ
土のみが崩壊が多発した要因ではなく，複雑な地質構
造も要因の一つであることが明らかになっている．

3.　土砂災害分布の特徴

安佐北区・安佐南区で発生した土砂災害の分布図を
図 3に示す．この土砂災害分布は国土地理院による＊  変成岩や堆積岩が新しい時代の貫入岩体の上に取り残されて

のっている状態．

図 2　アメダス三入観測所における災害発生時の雨量データ

図 3　平成 26 年 8 月に発生した土砂災害分布図（土砂災害多発地域周辺）

平成 26年 8月に発生した土砂災害
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判読図 9）から引用・加筆したものである．安佐南区
で発生した土砂災害のほとんどは阿武山の尾根近傍か
ら発生している．尾根近傍で発生した斜面崩壊は，既
存の谷筋に沿って直線的に流送し，下流の住宅地域に
被害を与えている．安佐北区においても安佐南区と同
じく高松山の尾根近傍から崩壊は発生し，谷に沿って
流送，下流の住宅地域に甚大な被害を与えている．安
佐南区に比べると，谷がより直線状であることから，
下流の住宅地域において堆積した土砂は扇状に広く分
布し，かつ長距離移動している箇所が多く見られた．
これらの土砂災害のうち最も被害が大きかった安佐南
区八木三丁目県営緑丘住宅上流部の沢の崩壊（本論で
は「八木崩壊」と呼称）と，消防職員の殉職事故が発
生した安佐北区可部東六丁目の崩壊（本論では「可部
東崩壊」と呼称） の特徴について，詳細な地形データ
を用いて解説する．

4.　土砂災害現象の特徴

4.1　安佐南区八木崩壊
今回の災害で最も被害が大きかった八木崩壊の土砂

災害現象の特徴について，航空レーザ測量から作成さ
れた詳細地形データを用いて解説する．図 4は，A. 

災害後の地形データ（1 mメッシュ），B. 災害前後の

地形データの標高差分図（正が堆積，負が浸食）を示
す．また現地踏査の写真も同時に示す．写真撮影場所
は図 4Aに記載する．
八木崩壊は周辺で発生した崩壊と同様に阿武山の尾
根近傍から発生している．崩壊源頭部の崩壊深は 1 m

程度，崩壊後の傾斜角は約 40°であり，源頭部では強
風化した斑状流紋岩が分布している（写真 1）．流送
部では塊状の花崗岩が露出しており，花崗岩中には明
瞭な破砕帯を伴う北北東走向の高角断層も観察され
た．さらに下流側では大規模な側方浸食が見られた
（写真 2）．写真 3はさらに下流に位置する住宅地で

写真 1　崩壊頭部

図 4　八木崩壊のA. 災害後の地形データ（1 mメッシュ），B. 災害前後の地形データの標高差分図
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撮影したものあり，谷近傍では浸食，谷から離れると
土砂の堆積を受けた地域である．浸食された谷の側壁
を見ると，家屋下部には過去に発生した土石流による
ものと思われる土石流堆積物で構成されていた．これ
は本地域が過去繰り返し土石流災害を経験していた可
能性が高いことを示している．谷の出口から急勾配の
扇状地が形成されていることからも過去に土石流が繰
り返し発生していたと推測される．写真 4は県営住
宅脇の土石流堆積域であり，巨大な礫が多く堆積して
いる．崩壊源頭部は 1 m程度の崩壊深であり強風化
した岩石であったことから，これらの巨礫は谷筋にお
いて浸食された岩体によるものであり，崩壊流送部に
おける浸食が住宅地を襲った土石流に大量の土砂を供
給した原因であったと推測される．以上のことから，
崩壊源のみならず谷筋に浸食されやすい物質・地質構
造があるかを事前に把握しておくことが，土石流の規
模を予測するために重要となる．

4.2　安佐北区可部東崩壊（写真 5）
可部東崩壊は，救助活動中の消防職員の殉職事故が

発生した土砂災害現場である．8月 20日 3：55頃，
広島市安佐北区可部東六丁目で発生した土石流により
被害を受けた住民から消防へ救助要請があった．5：00

少し前，土石流現場において救助活動中の消防職員 1

名及び住民 1名が同じ沢から再度発生した土石流に巻
き込まれて死亡した．1度目の崩壊（一次崩壊）はほ
ぼ雨のピーク時に発生したと考えられるが，2度目の
崩壊（二次崩壊）は 1次崩壊発生約 1時間後，雨が小
康状態になった状況で発生している（図 2）．図 5で
は，可部東崩壊の A. 災害後の地形データ（1 mメッ
シュ），B. 災害前後の地形データの標高差分図（正が
堆積，負が浸食）を示す．また現地踏査の写真も同時
に示す．写真撮影場所は図 5Aに記載する．

写真 6は崩壊発生翌日に堆積域において撮影した
ものであり，植生が残る地形面（原地形）の上に，岩
石を多く含む白色の砂礫層，さらにその上に褐色の砂
主体の土壌層が覆っていることが確認できる．崩壊域
を踏査した結果，岩石を多く含む白色の砂礫層は斜面

写真 5　可部東崩壊全景（災害発生翌日に撮影）

写真 4　崩壊堆積部写真 2　崩壊流送部

写真 3　土石流により浸食された谷壁露頭
（家屋下部に過去の土石流堆積物が見られる）
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中腹部（写真 7）, 褐色の砂主体の土壌層は尾根近傍
の崩壊源頭部（写真 8）から供給されている可能性が
高いことがわかった．つまり一次崩壊は斜面中腹を崩
壊源頭部として発生し，約 1時間後に発生した二次崩
壊は尾根近傍を崩壊源頭部として発生したものだと推
測される．これは詳細地形図および標高差分図からも
推定することができる．一次崩壊頭部と推定した崩壊
中腹部は周辺に比べて深く浸食されていること，崩壊
中腹部（一次崩壊頭部）の北東に別の崩壊頭部が並ん
でいることから，地形・地質的に崩壊し易い場所で
あったと推測されるからである．また，二次崩壊発生
時には雨がほぼ止んでいたことを加味すると，二次災

写真 7　崩壊中腹部（主に白色の石礫より構成）

図 5　可部東崩壊のA. 災害後の地形データ（1 mメッシュ），B. 災害前後の地形データの標高差分図
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害の誘因は表層流ではなく地下水が関わっている可能
性が高い．また二次崩壊の上には山城跡があり，人工
改変による影響を受けている可能性もある．

5.　土砂災害の特徴とその対策のまとめ

平成 26年 8月広島豪雨災害において発生した土砂
災害は以下のような特徴であった．

1） 　地表 1 m程度の深さで強く風化した岩石（風
化土層）が短時間の強い雨によって，表層崩壊を
起こす．

2） 　表層崩壊が谷筋に沿って，岩脈や断層によって
壊れやすくなっている周囲の岩体を広く深く浸食
しながら大量の土石流となって流下する．

3） 　大量の土石流が下流の住宅地域を襲う．崩壊堆
積部の堆積構造を見ると複数回の土石流が到達し
た地域も存在する．

4） 　地下水の挙動により，降雨ピークの時間より遅
れて崩壊が発生する事例もある．

本災害において被害が拡大した原因は，流送部にお
ける大規模な浸食を要因とした大量の土石流であり，
その下流部に多くの家屋があったことである．被害家
屋の下部において，過去に土石流を経験した痕跡が
あったことなどを踏まえ，過去の災害事例を把握し，
安全な地域を事前に認識しておくことが，土石流の被
害を軽減するために重要である．
また雨が小康状態になってから二次崩壊が発生した

事例のように，地下水が関与すると思われる土石流
は，時間差をもって発生する恐れがあることに注意が
必要である．また，斜面の中腹部に崩壊源頭部がある
崩壊は，更に上部が崩れる可能性を考えなければなら
ない．
消防では平成 25年伊豆大島豪雨災害や平成 26年広

島豪雨災害による土砂災害の経験を踏まえ，土砂災害
時における安全な救助活動に関する様々な検討が行わ
れている 10）．今回紹介したような二次崩壊の危険を
認識するためには，崩壊の発生源，規模，土石流の経
路などを一次崩壊発生後迅速に把握することが重要と
なる．そのためにはドローンなどを用いた迅速な災害

状況把握の発展が今後期待される 11）．ただし本事例
のように，一次崩壊が発生した際に悪天候や夜間であ
る可能性を考えると，迅速な災害情報把握を行うため
に解決すべき課題は多い．
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